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全

号

工 事 名

岡山市北区御津宇甘

市道御津宇甘19号線

図示

令和　　年度

路 線 名

位　　置

事業年度

縮　　尺

図面名称

岡　　山　　市

谷川橋 橋梁一般図

--

--

谷川橋 橋梁一般図

九谷川

仕切弁

仕切弁

仕切弁

至 空港方面

至 金川方面

平 面 図 S=1/50

A1 A2

上部工断面図 S=1/25

G2 G3 G4 G5 G6

流向

水道管

G1

A1

G2

G3

G4

G5

G6

A2

桁 下 面

A1橋台 正面図 S=1/25

流向

A2橋台 正面図 S=1/25

流向

側 面 図 S=1/50

G1 G2 G3 G4 G5 G6

G6 G5 G4 G3 G2 G1
G0

G1

■橋梁諸元

橋 梁 名 谷川橋

路 線 名 市道御津宇甘19号線

架橋位置 岡山市北区御津宇甘

交差物件 九谷川

上部工形式 単純鈑桁橋

橋  長

架 設 年

幅　員

8.800m（上流側延長）

総幅員：3.530m

車道有効幅員：3.430m

2007年（平成19年）

デッキプレート床版

デッキプレート床版

A

B

A

B

上部工詳細図 S=1/10

A - A 断面

コンクリート

デッキプレート

V50型(ALB)

B - B 断面

コンクリート

デッキプレート

V50型(ALB)

橋  面

市道御津宇甘19号線（谷川橋）

橋梁塗装補修工事
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A1

A2

全

号

岡山市北区御津宇甘

市道御津宇甘19号線

図示

令和　　年度

路 線 名

位　　置

事業年度

縮　　尺

図面名称

岡　　山　　市

谷川橋 補修一般図

9

1

谷川橋 補修一般図

九谷川

仕切弁

仕切弁

仕切弁

至 空港方面

至 金川方面

平 面 図 S=1/50

A1 A2

上部工断面図 S=1/25

G2 G3 G4 G5 G6

流向

水道管

G1

A1

G2

G3

G4

G5

G6

A2

桁 下 面

流向

流向

側 面 図 S=1/50

G1 G2 G3 G4 G5 G6

G6 G5 G4 G3 G2 G1
G0

G1

■橋梁諸元

橋 梁 名 谷川橋

路 線 名 市道御津宇甘19号線

架橋位置 岡山市北区御津宇甘

交差物件 九谷川

上部工形式 単純鈑桁橋

橋  長

架 設 年

幅　員

8.800m（上流側延長）

総幅員：3.530m

車道有効幅員：3.430m

2007年（平成19年）

■補修工一覧表

工種 種別 細別 規格

現場塗装工 橋梁塗装工 Rc-Ⅲ塗装系 3種ケレン(電動工具等)

紫外線硬化型FRPシート設置工

床版補修工 断面修復工A 左官工法,ポリマーセメントモルタル

コンクリ－ト 18-12-20

支柱補修工 ひびわれ補修工 ひびわれ注入工 低圧樹脂注入

高密度ポリエチレン管φ300(シングル管)

詰木入れ替え スティフナージャッキ

仮排水工

橋梁補修工

コンクリ－ト張工

仮設工 仮締切工 土のう工 仕拵,積立,撤去

H-200,250用

ひび割れ注入工法 

スティフナージャッキ設置

コンクリート張工

コンクリート張工

現場塗装工

Rc-Ⅲ塗装系

現場塗装工

Rc-Ⅲ塗装系

紫外線硬化型FRPシート設置工

床版補修工

紫外線硬化型FRPシート設置工

防護工 シート張り防護
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中

水切り設置工

等辺山形鋼(ステンレス製)

橋梁付属物工 水切り設置水切り設置工 等辺山形鋼（ステンレス製）

デッキプレート床版

A1橋台 正面図 S=1/25

A2橋台 正面図 S=1/25

デッキプレート床版

上部工詳細図 S=1/10

A - A 断面

コンクリート

デッキプレート

V50型(ALB)

B - B 断面

コンクリート

デッキプレート

V50型(ALB)

A

B

A

B

現場塗装工

Rc-Ⅲ塗装系

現場塗装工

Rc-Ⅲ塗装系

工 事 名
市道御津宇甘19号線（谷川橋）

橋梁塗装補修工事
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号

岡山市北区御津宇甘

市道御津宇甘19号線

図示

令和　　年度

路 線 名

位　　置

事業年度

縮　　尺

図面名称

岡　　山　　市

塗替え塗装図

9

2

塗替え塗装図

G1

A1

A

B

G2

G3

G4

G5

G6

A

B

A2

平 面 図 S=1/40

橋　面

平 面 図 S=1/40

橋　面

桁 下 面

流向

上部工断面図 S=1/20

G1 G2 G3 G4 G5 G6

流向

水道管

デッキプレート詳細図 S=1/10

A - A 断面

コンクリート

デッキプレート

V50型(ALB)

B - B 断面

コンクリート

デッキプレート

V50型(ALB)

主桁G1～G4

1m2あたりのデッキプレート表面積 1.372m2/m2 1m2あたりのデッキプレート表面積 1.372m2/m2 

主桁詳細図 S=1/5

G1～G4 G5～G6G0

塗装面積 0.789m2/m 塗装面積 0.982m2/m 塗装面積 0.988m2/m 

支柱部横桁詳細図 S=1/5

塗装面積 0.293m2/m 

等辺山形鋼詳細図

塗装面積 0.155m2/m 

添加管固定(上流側)

S=1/5

主桁G5～G6

下流側

コンクリート

デッキプレート

V50型(ALB)

鋼板(t=3.2mm)

防護柵詳細図 S=1/10

笠木

支柱□-30×30

笠木

支柱□-30×30

溝形鋼

溝形鋼詳細図 S=1/5

地覆側面(上流側)

上流側

G0

 

A=21.57m2 A=8.71m2

防護柵側面図 S=1/20

添加管固定プレート

塗装控除

下流側

上流側

■塗替え塗装仕様［ Rc-Ⅲ塗装系 ］

塗装工程 塗料名
使用量

(g/m )
2

塗装間隔

素地調整 3種ケレンA(電動工具等) 4時間以内

下　塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗(鋼材露出部のみ) （200） 1～10日

下　塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗 200 1～10日

下　塗 200 1～10日

中　塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗 140 2～10日

上　塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗 120

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

※素地調整３種の施工にあたっては、作業員の健康被害防止の措置を十分に行うこと。

※旧塗膜には「鉛」を含む。

■旧塗膜の除去

補修範囲

ポリマーセメントモルタル

塗装面積控除

塗装面積控除(中塗り～上塗り)

A=0.244m2/m

※デッキプレートの紫外線硬化型FRPシート設置箇所とポリマーセメントモルタル補修箇所に

ついては、素地調整～下塗りは施工を行う。中塗り～上塗りは施工しないため塗装面積から

控除する。

鋼板(t=3.2mm)

溝形鋼

工 事 名
市道御津宇甘19号線（谷川橋）

橋梁塗装補修工事
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平 面 図 S=1/20

A1 A2

F-22

F-25

全

号

岡山市北区御津宇甘

市道御津宇甘19号線

図示

令和　　年度

路 線 名

位　　置

事業年度

縮　　尺

図面名称

岡　　山　　市

補修構造図(1)

9

3

補修構造図(1)

流向

G1

G2

G3

G4

G5

G6

G0

不飽和ポリエステル樹脂
透明フィルム

着色フィルム

ガラス繊維マット

ガラス繊維

貼付け面

紫外線硬化型ポリエステル製ＦＲＰシート

断面図

１層目　プライマー塗布

一液湿潤硬化型ウレタン系プライマー

２層目　不陸調整

ガラス繊維入りポリエステル樹脂製パテ

３層目　ＦＲＰシート貼付け

紫外線硬化型ポリエステル樹脂製ＦＲＰシート

母材（貼付け面）

鋼材及びコンクリート

４層目　端部処理

紫外線硬化型樹脂

※紫外線硬化型ポリエステル樹脂製ＦＲＰシートは、

　難燃性ＵＬ９４規格においてＶ－０以上とする。

1:紫外線硬化型FRPシート設置工

④断面,L=0.22m

F-1

F-2

F-3

F-4 F-5 F-15 F-16 F-18 F-20 F-21 F-24 F-27 F-28 F-29 F-30 F-31 F-32 F-33

デッキプレート補修構造図 S=1/5

① 断面 ② 断面 ③ 断面

④ 断面

0.425m2/m 0.707m2/m 0.989m2/m

1.271m2/m

コンクリート

デッキプレート

V50型(ALB)

主桁

3:紫外線硬化型FRPシート設置工

②断面,L=0.22m

4:紫外線硬化型FRPシート設置工

①断面,L=0.24m

5:紫外線硬化型FRPシート設置工

①断面,L=0.24m

F-34

F-23

9:紫外線硬化型FRPシート設置工

①断面,L=0.25m

8:紫外線硬化型FRPシート設置工

①断面,L=0.25m

7:紫外線硬化型FRPシート設置工

⑥断面,L=0.25m

11:紫外線硬化型FRPシート設置工

⑦断面,L=0.19m

F-17 F-19F-6

F-7

F-8

F-9 F-10 F-11 F-12 F-13 F-14

F-35

10:紫外線硬化型FRPシート設置工

①断面,L=0.25m

⑦ 断面

既設橋

拡幅橋

⑤ 断面

0.514m2/m 0.796m2/m

⑥ 断面

■紫外線硬化型FRPシート設置工

断面 損傷番号 数量算式

④ F-1～F-4 1.271m2/m × 0.22m

③

② F-30,31

①

①

⑤

番号

1

2

3

4

5

6

0.2180.989m2/m × 0.22m

0.707m2/m × 0.22m

0.280

部材

デッキプレート(既設橋)

〃

〃

〃

〃

〃

対策工延長(m)

0.22

0.22

0.22

施工面積(m2)

0.156

0.24 F-32 0.425m2/m × 0.24m 0.102

0.24

0.25

F-33

F-9,10

0.425m2/m × 0.24m 0.102

0.1290.514m2/m × 0.25m

7

8

9

10

11

〃

〃

〃

〃

⑥

①

0.25 F-12～F-14 0.1990.796m2/m × 0.25m

F-230.25 0.1060.425m2/m × 0.25m

① F-260.25 0.1060.425m2/m × 0.25m

F-340.25 0.1060.425m2/m × 0.25m①

F-350.19 0.0600.318m2/m × 0.19m⑦

1.56

2:紫外線硬化型FRPシート設置工

③断面,L=0.22m

6:紫外線硬化型FRPシート設置工

⑤断面,L=0.25m

F-26

F-27～F-29

デッキプレート(拡幅橋)

合計

コンクリート

デッキプレート

V50型(ALB)

主桁

紫外線硬化型ポリエステル製ＦＲＰシート

施工フロー図

ケレン

プライマー塗布

ＦＲＰシート貼付け

端部処理

ＦＲＰシート硬化

　1回目：ケレン後４時間以内

　2回目：ウルトラパッチ施工前日

　ガラス繊維入りポリエステル樹脂製パテを

　使用し不陸調整を行う（貼付面全面塗布）

　シート転圧ローラー等を用いて端部または中央部に

　気泡が残らないように貼付けを行う

　紫外線硬化型樹脂を使用し、端部及び接合部に

  指やスパチュラ等を用いて隙間をうめる

　紫外線照射装置を用いて硬化を行う

　素地調整：3種

不陸調整

下塗り 　弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

ポリマーセメントモルタル補修

断面積 0.0024m2×0.5 =0.0012m2

※鋼板損傷・床版コンクリート不良部は、FRPシート貼付け前に

ポリマーセメントモルタルで補修すること。

■ポリマーセメントモルタル補修(FRPシート設置箇所)

断面 損傷番号 数量算式

④ F-1～F-4 0.0012m2 × 0.22m × 4

③

② F-30,31

①

①

⑤

番号

1

2

3

4

5

6

0.0008

0.0011

部材

デッキプレート(既設橋)

〃

〃

〃

〃

〃

対策工延長(m)

0.22

0.22

0.22

補修体積(m3)

0.0005

0.24 F-32 0.0012m2 × 0.24m × 1 0.0003

0.24

0.25

F-33

F-9,10

7

8

9

10

11

〃

〃

〃

〃

⑥

①

0.25 F-12～F-14

F-230.25

① F-260.25

F-340.25①

F-350.19⑦

0.006

F-27～F-29

デッキプレート(拡幅橋)

合計

※ポリマーセメントモルタル補修箇所は「断面修復工A」として、数量算出、積算数量とする。

断面修復工として断面の50%を

見込む

ポリマーセメントモルタル補修

断面積 0.0076m2×0.5 =0.0038m2

断面修復工として断面の50%を

見込む

0.318m2/m

0.0012m2 × 0.22m × 3

0.0012m2 × 0.22m × 2

0.0012m2 × 0.24m × 1 0.0003

0.0012m2 × 0.25m × 2

0.0012m2 × 0.25m × 3

0.0006

0.0009

0.0012m2 × 0.25m × 1

0.0012m2 × 0.25m × 1

0.0003

0.0003

0.0012m2 × 0.25m × 1

0.0038m2 × 0.19m × 1

0.0003

0.0007

工 事 名
市道御津宇甘19号線（谷川橋）

橋梁塗装補修工事

50 50

39

143

50 50

39

143

50 50

39

破孔部破孔部破孔部破孔部破孔部破孔部

143

50 50

39

143

破孔部破孔部破孔部 破孔部

紫外線硬化型FRPシート設置範囲

143 143 143 143

紫外線硬化型FRPシート設置範囲 紫外線硬化型FRPシート設置範囲

紫外線硬化型FRPシート設置範囲

破孔部

36 36

50

50

146

7
0

50

1
20

7
0

50

12
0

143

50 50

39

143

破孔部

紫外線硬化型FRPシート設置範囲

50

39

破孔部

50 50

39

破孔部破孔部

143 143

紫外線硬化型FRPシート設置範囲

破孔部

61

4
8

紫外線硬化型FRPシート設置範囲

169

48



平 面 図 S=1/20

全

号

岡山市北区御津宇甘

市道御津宇甘19号線

図示

令和　　年度

路 線 名

位　　置

事業年度

縮　　尺

図面名称

岡　　山　　市

補修構造図(2)

9

4

補修構造図(2)

デッキプレート補修構造図 S=1/5

鉄筋D13

ポリマーセメントモルタル

本体打込み式アンカー

ねじ径M10

全ねじボルトM10

コンクリート

デッキプレート

V50型(ALB)

主桁

本体打込み式アンカー

ねじ径M10

本体打込み式アンカー

ねじ径M10

鉄筋D13

本体打込み式アンカー

ねじ径M10

全ねじボルトM10

鉄筋D13

断面積A=0.007m2

L=32mm

鉄筋D13
全ねじボルトM10

かぶり詳細図 S=1/2

デッキプレート

V50型(ALB)

コンクリート

■床版補修工

損傷番号 数量算式

F-5,6,7,8,11 0.007m2 × 2.515m × 2

F-15～17

F-18,19

0.035

部材

デッキプレート(既設橋)

〃

〃

〃

〃

対策工延長(m)

2.515

0.89

0.89

補修体積(m3)

0.89 F-20～22

0.89 F-24,25

番号

1

2

3

4

5

0.007m2 × 0.89m × 3

0.007m2 × 0.89m × 2

0.007m2 × 0.89m × 3

0.007m2 × 0.89m × 2

0.019

0.012

0.019

0.012

■鉄筋表

長さ

D13 0.995

D13

kg

径 摘要

2455

830

4

mm
本数

20

単位質量

kg

1本当たり質量

kg/本

質量

kg

0.995

2.4 10

0.8 16

S1

S2

記号 番号

1

2～5

計 D13 26

本52本体打込み式アンカーD10

本52全ねじボルトM10(L=32mm)

A1 A2

F-22

F-25

流向

G1

G2

G3

G4

G5

G6

F-1

F-2

F-3

F-4 F-5 F-15 F-16 F-18 F-20 F-21 F-24 F-27 F-28 F-29 F-30 F-31 F-32 F-33

F-34

F-23

F-17 F-19F-6

F-7

F-8

F-9 F-10 F-11 F-12 F-13 F-14

F-35

既設橋

拡幅橋

F-26

G0 1:床版補修工

L=2.515m
2:床版補修工

L=0.89m
3:床版補修工

L=0.89m

4:床版補修工

L=0.89m

5:床版補修工

L=0.89m

0.097合計 本体打込み式アンカー

ねじ径M10

1,2S

下流側

下流側

本体打込み式アンカー

補修番号1の箇所のみ

本体打込み式アンカー

補修番号1の箇所のみ

ポリマーセメントモルタル補修

施工フロー図

ケレン

打込み式アンカー設置

プライマー塗布

　デッキプレートの上向きに本体打込み式アンカーを

　設置し、全ねじボルトを挿入する

　D13の鉄筋を全ねじボルトと結束し固定する

　かぶりは30mmを確保する

　ポリマーセメントモルタル充填箇所にプライマーを塗布する

　素地調整：3種

鉄筋固定

下塗り 　弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

モルタル充填 　ポリマーセメントモルタルを左官工法にて施工する

※床版補修工は補修体積に対する「断面修復工A」として、数量算出、積算数量とする。

※デッキプレート凸部損傷・床版コンクリート不良部は、

ポリマーセメントモルタルで補修すること。

ポリマーセメントモルタル補修

断面積 0.0024m2×0.5 =0.0012m2

断面修復工として断面の50%を

見込む

■ポリマーセメントモルタル補修（床版補修工施工箇所）

損傷番号 数量算式

F-5,6,7,8,11 0.0012m2 × 2.515m × 1

F-15～17

F-18,19

0.003

部材

デッキプレート(既設橋)

〃

〃

〃

〃

対策工延長(m)

2.515

0.89

0.89

補修体積(m3)

0.89 F-20～22

0.89 F-24,25

番号

1

2

3

4

5

合計

0.0012m2 × 0.89m × 1 0.001

0.0012m2 × 0.89m × 1

0.0012m2 × 0.89m × 1

0.0012m2 × 0.89m × 1

0.001

0.001

0.001

0.007

※ポリマーセメントモルタル補修箇所は「断面修復工A」として、数量算出、積算数量とする。

工 事 名
市道御津宇甘19号線（谷川橋）

橋梁塗装補修工事

破孔部

70 37

7
0

50

1
20

補
修
延
長

 L

37

30
鉄

筋
延
長

 L
-6
0

3
0

5
0

7037 37

144

166

144

166

3030

48

30

補修延長 L

鉄筋延長 L-6030 30

50 50

40

32

30

30



平 面 図 S=1/20

A1 A2

G1

G2

G3

G4

G5

G6

既設橋

拡幅橋

G0

流向

G1 G2 G3 G4 G5 G6

流向

水道管

全

号

岡山市北区御津宇甘

市道御津宇甘19号線

図示

令和　　年度

路 線 名

位　　置

事業年度

縮　　尺

図面名称

岡　　山　　市

水切り設置工図

9

5

水切り設置工図

上部工断面図 S=1/10

等辺山形鋼(ステンレス製)

L-30×30×3

水切り設置

打込式アンカー

M6×45mm

打込式アンカー（ステンレス製）

M6×45mm

水切り設置工 L=9.1m　

打込式アンカー N=3打込式アンカー N=3

打
込
式
ア
ン
カ
ー
 N=3

等辺山形鋼(ステンレス製)

L-30×30×3

現場孔明 N=3現場孔明 N=3

現
場
孔
明
 N=3

水切り詳細図 S=1/2

防護柵支柱

デッキプレート

C
A
D

素
材
.
c
o
m

h
t
t
p
s
:
/
/
c
a
d
-
f
r
e
e
d
-
r
a
w
i
n
g
s
a
m
p
l
e
s

そ
の

他
、

便
利

な
C
A
D

デ
ー

タ
配

布
中

C
A
D

素
材
.
c
o
m

h
t
t
p
s
:
/
/
c
a
d
-
f
r
e
e
d
-
r
a
w
i
n
g
s
a
m
p
l
e
s
.
c
o
m

そ
の

他
、

便
利

な
C
A
D

デ
ー

タ
配

布
中

等辺山形鋼(ステンレス製)

L-30×30×3

水切り設置

工 事 名
市道御津宇甘19号線（谷川橋）

橋梁塗装補修工事

40003070

2000

670 635 615 565 550

100

3530

22
0

1
0
0

12
0

9152515

3430

6
0
0

37
0

50

59
0

12
0

7
2
0

3
0

30

3



A

A

全

号

岡山市北区御津宇甘

市道御津宇甘19号線

図示

令和　　年度

路 線 名

位　　置

事業年度

縮　　尺

図面名称

岡　　山　　市

下部工(石積み)補修図

9

6

下部工(石積み)補修図

A1 A2

コンクリ－ト張工

18-12-20

流況により河床低下の可能性

(過年度写真による実績)

九谷川

仕切弁

仕切弁

仕切弁

至 空港方面

至 金川方面 平 面 図 S=1/50

A1 A2

流向

A2橋台 正面図 S=1/25

流向

コ
ン
ク

リ
ー
ト

張
工

1
.
30
m

コ
ン

ク
リ
ー
ト

張
工

1.
40
m

G1 G2 G3 G4 G5 G6

G6 G5 G4 G3 G2 G1
G0

1
:0.2

1:
0.
5

コンクリ－ト張工

18-12-20

石積みのはらみ出し

すり付け区間

1400

すり付け区間

1000

A1橋台 正面図 S=1/25

既設ブロック積に接続

※床掘り

既設石積みが不安定にならない程度の河床床掘りを行う。

※コンクリート打設

コンクリートはスランプ12cmの軟練りを使用するとともに、バイブレータ等で締固めを行い、石積み目地間にコンクリートが充填されるように施工上の配慮をすること。

(1:0.5程度に変状)

コンクリート張工断面図 S=1/25

コンクリ－ト張工

18-12-20

コンクリ－ト張工

18-12-20

床掘り(底さらい)

床掘り

埋戻し

埋戻し

作業土工延長

A=0.16m2

A=0.35m2

A=0.11m2

A=0.15m2

L=8.4m

作業土工延長

L=7.0m

B

B

A-A 断面
B-B 断面

石積み前面張コンクリート撤去

(長)2000×(幅)230×(厚)50mm

すり付け区間

730

既設ブロック積天端高にすり付け

工 事 名
市道御津宇甘19号線（谷川橋）

橋梁塗装補修工事

12
0

2
0
0

14
0
0

400

2
00

8.4m

400

408

431

19
1

1
30
0

8450 350

8800

10
0

3
53
0

34
3
0

L=5270

L=4010

24
1

500

500

260

14
00

10
00

526
0

桁
下
下
り

20
0

桁
下
下
り

20
0

530

2910

570

30
0

700

571

408

1326

15
65

730



厚
さ

2㎜
以
上

（エポキシ樹脂注入材1種）

注　入　材

エポキシ樹脂注入器

注入器取付パイプ

ひびわれ

1

エポキシ樹脂シール材

1-1 断面

低圧注入工法

ひびわれ注入工

1

ひびわれ

エポキシ樹脂シール材

注入工法

補修箇所調査

ひびわれ部の清掃

注入用パイプのセット

注入

ひびわれ面シール

施工手順

パイプ撤去

シール材撤去

表面仕上げ

■ひびわれ注入工

番号
対策工範囲(mm)

部位 損傷番号 損傷の種類
損傷の大きさ(mm)

幅(mm) × 長さ(m) 幅 長さ 深さ

1 0.650 × 0.600 C-1 ひびわれ 0.65 600 －

2 0.200 × 0.040 C-2 ひびわれ 0.2 40 －

3 0.250 × 0.110 C-3 ひびわれ 0.25 110 －

4 0.200 × 0.070 C-4 ひびわれ 0.2 70 －

5 0.450 × 0.320 C-5 ひびわれ 0.45 320 －

6 0.450 × 0.210 C-6 ひびわれ 0.45 210 －

支柱

〃

〃

〃

〃

〃

全

号

岡山市北区御津宇甘

市道御津宇甘19号線

図示

令和　　年度

路 線 名

位　　置

事業年度

縮　　尺

図面名称

岡　　山　　市

支柱補修工図

9

7

支柱補修工図

平 面 図 S=1/40平 面 図 S=1/40

桁 下 面

A1

A2

側 面 図 S=1/40

1:ひびわれ注入工法 L=600

5:ひびわれ注入工法 L=320

6:ひびわれ注入工法 L=210

3:ひびわれ注入工法 L=110

4:ひびわれ注入工法 L=70

7:ひびわれ注入工法 L=630

2:ひびわれ注入工法 L=40

支柱 展開図 S=1/10

主桁

スティフナージャッキ設置

　等辺山形鋼

ジャッキ設置 詳細図 S=1/5

H-200,250用

主桁

スティフナージャッキ設置

　等辺山形鋼

詰木撤去

H-200,250用

M8×50mm

打込み式アンカー（ステンレス製）

正面図 側面図

詰木撤去

主桁

　等辺山形鋼

支柱

スティフナージャッキ

H-200,250用

平面図

上面 下面

ジャッキ孔明 詳細図 S=1/2

打込み式アンカー

M8×50mm

六角ボルト

M10×40mm

支柱

G1

G2

G3

G4

G6

A2

G0

G5

・スティフナージャッキは上面は主桁下フランジと六角ボルト(M10)にて固定する

下面は支柱とあと施工アンカー(M8)にて固定する

・スティフナージャッキの上面(φ13mm)４箇所、下面(φ8mm)4箇所に孔明を行う

支柱

平 面 図

断 面 図六角ボルト

M10×40mm
打込み式アンカー

M8×50mm
六角ボルト

削孔径φ13mm

六角ボルト(ステンレス製)

M10×40mm M10×40mm

スティフナージャッキ

スティフナージャッキ

支柱

主桁

ひび割れ注入工法 

スティフナージャッキ設置

・主桁下面(φ13mm)3箇所に孔明を行う

合計延長(m) 1.980

7 0.300 × 0.630 〃 C-7 ひびわれ 0.30 630 －

M8×50mm

打込み式アンカー（ステンレス製）

六角ボルト(ステンレス製)

工 事 名
市道御津宇甘19号線（谷川橋）

橋梁塗装補修工事

250 250250 250

シ
ー
ル
幅

30
mm
以
上

8800

3
5
30

6
7
0

63
5

61
5

56
5

5
50

7840

7770

7810

7880

8210

8710

50

8790

8450 350

1
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0

1
20

1
4
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3
7
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2
2
5

75

7
5

124

75

75

7
5

124

75
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5

10

1
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75

7
5

2
2
5

10 55

10
5
5

10

1
0

10 55

10
5
5

38

8
6 6

φ13

10

8

50



全

号

岡山市北区御津宇甘

市道御津宇甘19号線

図示

令和　　年度

路 線 名

位　　置

事業年度

縮　　尺

図面名称

岡　　山　　市

仮設工図(1)（参考図）

9

8

仮設工図(1)（参考図）

九谷川

仕切弁

仕切弁

仕切弁

至 空港方面

至 金川方面

平 面 図 S=1/40

A1 A2

■仮締切工数量

数量 単位 備　考工　種 名　称

38 側面並べ 14袋/m2×0.33m×(2.87+1.16)m×2列=37.2=38袋袋

作業区分

仕拵・積立・撤去土のう工(2列) B-B断面 土のう(620×480)、側面並べ

断 面 図 S=1/20

▽常時流量水位

※本図は施工にかかる仮設工の数量を予定するためのものであり、施工方法を指定するものではない。

A A

C C

高密度ポリエチレン管

シングル管φ300 外径(330mm)

高密度ポリエチレン管

シングル管φ300 外径(330mm)

A-A 断面

B B

C-C 断面

B-B 断面

仮締切設置断面図 S=1/40

高密度ポリエチレン管

シングル管φ300 外径(330mm)

63 側面並べ 14袋/m2×0.33m×(3.05+3.67)m×2列=62.1=63袋袋仕拵・積立・撤去土のう工(2列) C-C断面 土のう(620×480)、側面並べ

高密度ポリエチレン管

(シングル管)φ300

L=10.0m×2本 = 20.0m

土のう工(側面並べ)

B-B断面 2列

土のう工(側面並べ)

C-C断面 2列

A1 A2

20.0 シングル管m仮排水工 高密度ポリエチレン管φ300設置・撤去

土のう工（側面並べ）

2列

土のう工（側面並べ）

2列

工 事 名
市道御津宇甘19号線（谷川橋）

橋梁塗装補修工事

3050 3670

36703050

33
0

2870 1150

11602870

33
0



G2 G3 G4 G5 G6

流向

水道管

G1

A1

A2

G1

G2

G3

G4

G5

G6

G0

高密度ポリエチレン管

平 面 図 S=1/30

九谷川

側 面 図 S=1/30

断 面 図 S=1/30

養生シート

養生シート

数量 単位 計算式名　称

111.4
8.80m×( 5.13m + 0.60m×2 )= 55.7m2

m2養生シート

全

号

岡山市北区御津宇甘

市道御津宇甘19号線

図示

令和　　年度

路 線 名

位　　置

事業年度

縮　　尺

図面名称

岡　　山　　市

仮設工図(2)（参考図）

9

9

仮設工図(2)（参考図）

A1 A2

■養生工

※ 養生シートは1日あたり1回取替える。

※ 素地調整（3種ケレンA）: 施工量 91.9m2/日当り施工量 83m2/日 = 1.1日 → 2日

55.7m2×2回 = 111.4m2

工 事 名
市道御津宇甘19号線（谷川橋）

橋梁塗装補修工事
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